
第3部会　第３回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策１０　農林水産業に関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣
施策③
稼げる林業を推進する

（第２部会より）
・施策③ー４「木育・森育」について、「森育」は⺠間企業の商標登録であり、ここは「⽊育」だ
けで意図は通じるのではないか。

・施策③ー４『「木育・森育」を通して、市民が森林に触れ合い…』を『体験活動等を
通して、市民が木や森林に触れ合い…」に変更。

②具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1 ・農林水産業の「業」に対し、イベントなどでアピールする取組が必要ではないか。

・農林水産業の魅力を伝えるため、収穫・植樹・間伐・定置網漁業などの体験の実
施、イベントでのPRやSNS等を活用した情報発信の強化などに引き続き取り組ん
でいく。
・具体的な事業は実施計画の中で検討していきたい。
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①担い手の確保・育成と
スマート農業、環境に配慮し
た農業の推進

① 持続可能な農業を推進する

• 意欲ある新規就農者の参入促進と定着を図るため、就農先の紹介や農地の

斡旋、給付金の交付などの支援の充実に取り組みます。

• 就農希望者に本市の農業の特色や魅力を伝えるために、若者に訴求力のある

SNS等を活用するなど情報発信を強化するとともに、農業の楽しさを知っても

らう就農体験の実施、親元就農や移住就農の推進、農業インターンシップの受

け入れなどに取り組むことで、将来の担い手の確保に繋げます。

• 市生産推奨品目への作付支援に加え、トレーニングファームや園芸塾により、

市特産品をはじめとする売れる・儲かる作物等の栽培技術の習熟を図ることで、

新たな園芸農家を確保、育成します。

• 水田園芸の推進や園芸作物の生産拡大による複合経営の推進、ほ場の大区

画化などの基盤整備や農地の集積・集約化の促進、スマート農業の導入によ

る生産効率の向上等を図り、農業者の所得向上や食料の安定供給の確保に

繋げます。

• 有機農業の促進や化学肥料の使用量低減など、環境に配慮した農業に取り

組みます。

② ブランド化や販路開拓等新たな可能性にチャレンジする

②福井の農林水産物や食の
ブランド力向上、情報発信、
販路開拓・拡大

• ふくい鮮いちば・直売所等での販売イベントや学校給食での活用等によるPR

などに取り組み、市内農林水産物の認知度向上と地産地消の拡大を図ります。

• 魅力ある園芸作物の普及に向け、市場の状況やニーズを把握しながら、試験・

研究に取り組みます。

• ふくい嶺北連携中枢都市圏の枠組みを活かした大都市圏、アジア諸国での販

売イベントやECサイトなどを活用した効果的な情報発信を行い、圏域内の農

林水産物の販路開拓・拡大に取り組みます。

• 本市の特産品である金福すいかやきゃろふく、三里浜オリーブなどの品質と生

産性を高め、地域商社と連携しながら、ブランド力の向上と販路開拓・拡大に

取り組みます。

• 市内農林水産物への愛着を深めるため、食育の推進に取り組みます。

未来を切り拓く
たくましい農林水産業のまちをつくる

本市の農林水産業を取り巻く環境は、気候変動や燃料資材の

高騰など厳しい状況が続いており、特に、生産者の高齢化や後

継者不足による担い手の減少が深刻化しています。

そのため、担い手の確保・育成、経営の安定化や所得の向上、

農山漁村の環境保全などの取組による持続可能な農林水産業

のさらなる推進が求められています。

また、北陸新幹線福井開業等による「大交流時代」を活かし、福

井の魅力である農林水産物や食を全国にＰＲする絶好の機会が

訪れていることから、情報発信や販路の開拓・拡大の取組を強化

することが重要です。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅲ「しごと・地域資源」

農林水産業に関する政策①政策１０

●農林水産物のブランド力向上、新たなマーケティングや販路の開拓を進め、農林水産業の振興を図ります。
●農山漁村の環境を守り、持続的な農林水産業の発展に繋げます。
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③ 稼げる林業を推進する

③森林の適正な管理と木材
利用推進

• 森林環境譲与税を活用し、景観や環境等を考慮しながら、管理されていない森
林の整備や人材育成、木材利用、普及啓発を強力に推進します。

• リモートセンシングや県民衛星などのデジタル技術等を活用し、効率的な森林整

備や林道等の施設の維持管理に取り組みます。
• 就林希望者に林業の楽しさを知ってもらう就林体験を実施するとともに、就業環
境の改善等により、次の世代を担う多様な形態の人材育成・確保・定着に取り組

みます。
• 体験活動等を通して、市民が木や森林に触れ合い、価値を知る機会の創出に取
り組みます。

• 森林・林業・木材産業関係者と連携し、林産物の付加価値向上に取り組みます。

未来を切り拓く
たくましい農林水産業のまちをつくる

①政策

課題 施策

農林水産業に関する政策②政策１０

分野Ⅲ「しごと・地域資源」

④ 稼げる水産業を推進する

④収益性の高い水産業の推
進

• 稚魚、稚貝の放流やこしのさくらます、ふくいサーモンの養殖など、「つくり育てる
漁業」への取組を支援することにより、水産資源の維持、安定した漁業収入の確
保に繋げます。

• 本市主要漁業である定置網・底曳網漁業の省力化や生産性向上につながるス
マート水産業の導入等に支援することで、漁業所得の向上に取り組みます。

• 就漁希望者に漁業の楽しさを知ってもらう就漁体験を実施するとともに、就業環

境の改善等により、次の世代を担う多様な形態の人材育成・確保・定着に取り組
みます。

• 漁獲量が多く安価な値段で流通する水産物のブランド化等に取り組むことによ

り、本市水産物の高付加価値化、魚価の底上げを図ります。

●農林水産物のブランド力向上、新たなマーケティングや販路の開拓を進め、農林水産業の振興を図ります。
●農山漁村の環境を守り、持続的な農林水産業の発展に繋げます。

⑤ 農地・農村の環境や景観を守り活性化を図る

⑤農地・農村の環境保全、中
山間地域の営農継続、鳥獣
被害の軽減

• 農地を持続的かつ効率的に保全管理していくため、多面的機能支払活動組織
の広域化等を支援します。

• 生産条件不利な中山間地域の農業を地域で支える活動への支援を通じて、農

業生産活動の継続を図るほか、耕作放棄地の解消を推進するために不耕作地
での景観作物等の作付けを支援します。

• 農村集落等における適正な土地の利用・管理や災害復興の迅速化等につなげ

るため、土地の境界や所有者等が明確になる地籍調査に取り組みます。
• 越前水仙の産地活性化や品質向上を進め、出荷量・ブランドの維持に取り組み
ます。

• これまでの有害鳥獣の捕獲を継続するとともに、先進的手法を導入することで、
獣害対策の効率化を図り、農業・生活被害の軽減に取り組みます。
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第3部会　第３回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策１１　商工業に関する政策

①具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
施策②
企業立地を推進する

・若者の流出防止に特化した工場誘致や企業立地をしていくべきではないか。
・現在整備中である新たな産業団地について、誘致する企業の業種やイメージを県
と協議していく予定である。
・その中で若者等に選ばれる企業・業種等を検討し、誘致活動を検討していく。

2
施策②
企業立地を推進する

・企業立地を推進するうえで、人材確保の体制があると企業も誘致しやすくなるのではない
か。

・企業立地を推進する目的は、地域経済の活性化や、雇用機会を創出することと考
えている。
・雇用の確保等の課題解決に向けては、企業と共に検討し取り組んでいきたい。

3
施策③
創業や事業承継を促進
する

・大学生などの若い人と起業人がたちが混じり合い、新しい取組やイノベーションが起きる場
づくりについて記載できないか。

・「創業」のなかに、新しいビジネス、イノベーションが包含されており、現在実施して
いる創業支援事業のなかで、若者の新しい取組などを後押しできるような取組につ
いては検討していく。
・なお、県立大学地域政策学部との個別の取組については、政策２「まちなかに関す
る政策」において記載している。

4
施策③
創業や事業承継を促進
する

・若者と高齢者や、若者同士など、そこで何かが生まれるような仕掛けづくりやチャレンジする
場の創出が必要ではないか。

・施策③-1で学生など若者に対する施策を記載しており、現在も実施している「福
井発！ビジネスプランコンテスト」などの、若者を含む幅広い年代を対象にチャレンジ
する機会の創出については、実施計画の中で検討していく。
・また、まちなかでの若者が活躍できる場作りについては、政策２「まちなかに関する
政策」において、検討していく。

5
施策④
地元で働く魅力を発信
する

・若者が福井のどこに、どう就職しているかを見える化して、若者も残れることを見せていく必
要があるのではないか。

・若者の就職状況等の詳細なデータについては、年度ごとに常に変化していくため
に、総合計画での記載は適当でないと考えられるが、より多くの若者が福井に就職
できるような取組については、実施計画の中で検討していく。

②その他（反映が困難であったもの）

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
施策②
企業立地を推進する

・本市での企業立地推進のため、渋滞を引き起こさない降雪時の融雪整備について見直し
ていくべきではないか。

・企業が立地を検討する場所は、除雪路線に接しており、既に除雪の対応を行って
いる。
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①企業の稼ぐ力の向上に向
けた事業活動への支援

① 地域の商工業を振興する

• ものづくり産業の高い技術力をベースに、デジタル技術を活かした新技術・新

商品の開発、販路開拓への支援や、業務に必要な知識を学ぶリスキリングの取

組等を支援し、企業の「稼ぐ力」の向上に取り組みます。

• DX推進を原動力に、商品・サービスの見える化による競争力の向上や、経営の

改革による企業価値の向上を進め、地元の誇りとなる魅力ある企業づくりに取

り組みます。

• 地元の食材や文化・伝統技術などの様々な地域資源を活用した魅力ある商品

を創出するとともに、商業・サービスの発展に取り組みます。

③ 創業や事業承継を促進する

③若者の夢の実現に向けた
創業支援と、企業の技術やノ
ウハウを次世代に引き継ぐ
ための事業承継の円滑化の
促進

• 若者等の夢を応援するため、関係機関が連携し創業を支援するとともに、社会

問題の解決にも貢献する新たなビジネスプランの発掘や伴走支援に取り組みま

す。

• 中小企業が持つ貴重な技術やノウハウを次世代に引き継ぐため、嶺北連携中

枢都市圏内の商工団体や市町等と連携しながら、事業承継時の支援や相談体

制の充実に取り組みます。

新たなチャレンジを後押しし、
活力と魅力あふれる商工業が発展しつづけるまちをつくる

●ものづくり技術の高度化や魅力ある産業の育成、創業支援の推進により地域経済を活性化
します。
●若者のＵⅠターン就職や地元就職を促進するとともに、少子高齢化と人生１００年時代を見
据え、誰もが意欲や能力を活かして活躍できる就業機会を確保します。

本市には、繊維産業をはじめ高い技術を持つものづくり産業が

集積しています。

これらのものづくり技術の高度化や担い手の確保に向けて、新

技術・新商品の開発など成長分野への新たなチャレンジへの支

援や事業承継の促進に取り組むことが重要です。

また、地域経済を牽引する中核企業の育成や産業の発展につ

ながる企業立地、企業が持つ貴重な技術やノウハウを次世代に

引き継ぐための事業承継、若者等の夢を応援する創業支援を推

進する必要があります。

一方で、少子高齢化の進展や若者の都市部への流出による人

手不足が大きな経営課題となっています。このため、 若者の地元

就職を促進するとともに、外国人も含めた多様な人材の能力等

を活用しながら、安定した労働力を確保する必要があります。

現状

①政策

課題 施策

商工業に関する政策①政策１１

② 企業立地を推進する

②魅力的な雇用の創出

• 地域経済の発展や雇用機会の拡大を図るため、成長産業の誘致や、市内企業

の事業拡大に対応した企業立地を推進します。

• 県と連携し、新たな産業団地を整備し、付加価値の高く若者等に選ばれる企業

の誘致に取り組みます。

分野Ⅲ「しごと・地域資源」
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④ 地元で働く魅力を発信する

④Uターン就職の推進と、地
元学生の地元就職への意識
の醸成

• 県やハローワークなどの関係機関と連携を強化し、都市部と比べ通勤によるス

トレスが少ない、自然が豊か、子育て環境が充実しているなど、市内企業で働く

魅力を伝え、UIターン就職のさらなる促進に取り組みます。

• 未来を担う若者に対し、福井の優れた企業のものづくり技術や先進的な取組な

どを伝えることで、市内企業で働く意識を高め、地元就職や将来のUターン就職

に繋げます。

• 市内中小企業に就職した若者の経済的負担を軽減し、地域に必要とされる人

材の確保に繋げます。

⑤ 多様な人々が活躍できる雇用環境を推進する

⑤一人ひとりの状況に応じ
た柔軟な労働環境や働きが
いのある職場環境の整備

• 働き手の希望やライフステージに応じて働きつづけることができる、柔軟な働き

方への理解促進や職場環境整備への取組を支援します。

• 障がい者や高齢者、外国人などの多様な人材の能力を活用しながら、安定した

労働力を確保するための取組を支援します。

新たなチャレンジを後押しし、
活力と魅力あふれる商工業が発展しつづけるまちをつくる

①政策

課題 施策

商工業に関する政策②政策１１

分野Ⅲ「しごと・地域資源」

●ものづくり技術の高度化や魅力ある産業の育成、創業支援の推進により地域経済を活性化
します。
●若者のＵⅠターン就職や地元就職を促進するとともに、少子高齢化と人生１００年時代を見
据え、誰もが意欲や能力を活かして活躍できる就業機会を確保します。
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第3部会　第３回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策１２　観光に関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣
施策②
誘客プロモーションを強
化する

・「福いいネ！」というインナーブランディングで福井の良いところを理解してもらい、アウトプッ
トするときは、その中で観光客に響くであろうコンテンツで発信していくやり方がいいのでは
ないか。
・福井の地元の人が、おすすめの観光地を自然と挙げてくるような状態になるため、内向きの
プロモーションが必要ではないか。

・政策の具体的内容『本市のプロモーションの旗印である「福いいネ！」…』を『本市
のプロモーションのイメージロゴである「福いいネ！」』に変更。
・施策②-1『「福いいネ！」を旗印に、福井の魅力を全世代で共有する機会を創出
し、共感の醸成を図るとともに…』を『市民が想う「福いいネ！ （＝福井の魅力） 」を
市民全体で共有し、共感の醸成を図る機会を創出するとともに…』に変更。
・アウトプットに関する個別の取組については、実施計画の中で検討していく。

2⃣
施策②
誘客プロモーションを強
化する

・外国人観光客の誘客を推進するためには嶺北での連携だけでなく、中部縦貫道の全線開
通を見据え、隣県との連携など視野をもうちょっと広めに持っておくことが重要。

・政策の具体的内容「ふくい嶺北連携中枢都市圏の構成自治体とも連携し・・・」を
「ふくい嶺北連携中枢都市圏の構成自治体などとも連携し・・・」に変更。
・施策②-２『～県や「ふくい嶺北連携中枢都市圏」の構成自治体とも連携し…』を
『～県や「ふくい嶺北連携中枢都市圏」の構成自治体などとも連携し…』に変更。

②具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
施策①
観光資源を磨き上げる

・福井の地域資源（自然、歴史、文化、産業、食など）に、リピートの動機づけとなる「人」を加
えるべきでないか。

・施策③-1では、「オール福井で観光客を温かく迎え入れることができるよう、観光
事業者と連携し、観光おもてなし運動の充実・強化に取り組みます。」としている。
・ここに「人（人材育成）」を含んでおり、リピートの動機となる「人（人材育成）」につ
いては、市民が福井の地域資源を再認識するインナープロモーションなどの個別の
取組について実施計画で検討していく。

2
施策①
観光資源を磨き上げる

・地域資源とは、観光で来るお客様が日常で経験できないことを福井に来たら経験できる、
それこそが地域資源ではないか。

・施策①ー５「インバウンド誘客にもつながる体験交流型観光メニューの充実を図り
ます。」や施策③ー３「観光事業者等の受入環境整備の推進を支援します。」の中
で、観光客の求める様々なニーズに対応できるような取組について実施計画で検討
していく。

3
施策②
誘客プロモーションを強
化する

・福井は宿泊、丹南は体験型観光など、嶺北一円の中で役割分担をしながら地域連携を図
りインバウンドにアピールしていくべきではないか。

・現状においても、県や連携市町、民間等と提案のような各地域の強みを活かした
観光によるまちづくりに取り組んでいる。
・また、訪日観光サイトにも、嶺北各地の強みを押し出した動画を掲載しており、今後
も各地域の強みを活かし取り組んでいく。

4
施策③
おもてなしの充実を図る

・施策③ー２の観光ガイドの育成に、シニア人材の活用といったニュアンスを表せられない
か。

・おもてなしの充実には、オール福井で取り組むことが重要と考えている。
・その中にはもちろん「シニア」も含まれるため、シニア人材も活用した取組について
実施計画の中で検討していく。

5
施策③
おもてなしの充実を図る

・例えばメジャーな宿泊施設が来るということであれば、ホテルに対し観光地を紹介して、ホテ
ルを介し誘客するような手法をとってはどうか。

・施策③ー１「オール福井で観光客を温かく迎え入れることができるよう、観光事業
者と連携し…」としており、この中にホテル等宿泊施設を含んでいる。
・現状、ホテルの職員等にも観光おもてなしマイスターとして参加いただくなどしてお
り、今後も宿泊施設と連携しながら効果的な取組を検討していく。
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福井の魅力「福いいネ！」を実感できる、
おもてなしの心があふれる観光のまちをつくる

現状

①政策

課題 施策

観光に関する政策政策1２

分野Ⅲ「しごと・地域資源」

中部縦貫自動車道の県内全線開通や、本市にゆかりのある柴

田勝家公とお市の方が登場する大河ドラマ「豊臣兄弟！」の放送

など、本市では観光誘客など交流人口の拡大を図る絶好の機会

を迎えています。

一方で、福井の全国的な認知度は依然として低く、北陸新幹線

の出発地である首都圏等において認知度向上やイメージアップ

の強化を図る必要があります。

国は訪日外国人旅行者数を2030年に6千万人にするという

目標を掲げていますが、県内に宿泊する外国人は都道府県別で

40位台と低迷しています。

県や連携中枢都市圏の市町、民間等と連携しながら、地域資源

を活かした観光によるまちづくりを推進することで、交流人口・関

係人口の拡大、地域経済のさらなる活性化に繋げていく必要が

あります。

●観光資源をさらに磨き上げ、市民が福井に誇りと愛着を持っておもてなしする観光のまちづくりを推進します。
●ふくい嶺北連携中枢都市圏の構成自治体などとも連携し、広域観光や外国人観光客の誘客を推進するとと
もに、地域資源を活かした体験、交流プログラムなど観光メニューの充実に取り組みます。
●本市のプロモーションのイメージロゴである「福いいネ！」を活用し、本市の認知度向上やイメージアップを図
ります。

① 観光資源を磨き上げる

①自然や歴史文化、産業な
ど地域資源を活かした体験・
交流型観光や宿泊・滞在型
観光につながる広域観光の
推進

• 「一乗谷朝倉氏遺跡」では、日本一の戦国城下町のフィールドミュージアムを目

指し、ソフト、ハード両面からの取組を推進します。

• 「まちなか」では、養浩館庭園や足羽山、足羽川などの観光資源の活用を図る

と共に、桜まつりなど大型イベントによる集客に取り組みます。

• 「越前海岸」では、風光明媚な自然の魅力を体感できる環境整備など、魅力向

上に取り組みます。

• 日本遺産に認定された一乗谷朝倉氏遺跡、養浩館庭園、白山平泉寺など多様

な観光資源をつなげた魅力ある広域観光ルートを提供します。

• 福井の地域資源（自然・歴史・文化・産業・食など）の魅力を活かした、インバウ

ンド誘客にもつながる体験交流型観光メニューの充実を図ります。

② 誘客プロモーションを強化する

②県外及び海外におけるさ
らなる認知度向上やプロ
モーションの強化、広域連携
や外国人観光客の誘客の推
進

• 市民が想う「福いいネ！ （＝福井の魅力） 」を市民全体で共有し、共感の醸成

を図る機会を創出するとともに、対外的な情報発信にも取り組みます。

• 首都圏や関西・中京など都市部に対する情報発信について、県や「ふくい嶺北

連携中枢都市圏」の構成自治体などとも連携し、一体的かつ集中的に展開す

ることで、観光地としての認知度向上に繋げます。

• 誘客ターゲットに応じた適切な手法・メディアを活用しながら、外国人観光客の

増加に取り組みます。

• 福井市観光公式サイト「福いろ」の充実や出向宣伝、旅行会社へのセールスな

どを通じて、誘客プロモーションを推進します。

③ おもてなしの充実を図る

③観光を担う人材の育成と、
関係団体が一体となった
オール福井によるおもてなし
の充実・強化

• オール福井で観光客を温かく迎え入れることができるよう、観光事業者と連携

し、「観光おもてなし運動」の充実・強化に取り組みます。

• 国内外の観光客に、福井の魅力をしっかりと伝えることができる観光ガイドの育

成に取り組みます。

• 外国人観光客に福井市で快適に過ごしていただくため、観光事業者等の受入

環境整備の推進を支援します。

• 観光誘客にデジタル技術を活用するとともに、二次交通など観光地へのアクセ

スの充実に取り組みます

1

1

2

2

8



第3部会　第３回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策１３　地域資源に関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣
施策②
歴史や文化遺産を保
存・継承し活用する

・越前海岸の文化的景観は、他の文化遺産と違い、景観を守り育てる担い手の確保が必須
なため、他の文化遺産とは切り離して記載したほうが良いのではないか。

・施策②ー１「～越前海岸の文化的景観などの魅力向上、普及啓発を進め…」を
「～越前海岸の文化的景観などの魅力向上や普及啓発、担い手の育成を進め…」
に変更。

②具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
施策①
心を豊かに育む文化芸
術等を振興する

・文化芸術活動やスポーツの振興にあたり、それを担う民間団体への支援がないと継続は難
しい。

・既に民間団体が所属または加盟する協会等への支援は行っている。
・個別の団体への支援は、文化振興やスポーツ振興などそれぞれの団体によって事
情が異なるため、実施計画の中で支援の在り方などを検討していく。

2

施策①
心を豊かに育む文化芸
術等を振興する
施策②
歴史や文化遺産を保
存・継承し活用する
施策③
自然科学教育でこども
の夢を育てる

・地域と一体になって、こどものころから地域の伝統文化や芸術、自然科学などを教え、人づ
くりをしていくことが重要ではないか。

・伝統文化や自然科学にとって人づくりが大切であることは認識しており、それらに
ついて学ぶきっかけとなり、継承され、夢や創造性を育むことができるよう、施策①ー
１で、こどもたちがこれらを気軽に親しみ、学ぶ環境の充実を図る旨を盛り込んでい
る。
・地域と一体となったこどもの学びに関する具体的な事業等については、実施計画
の中で検討していく。

③その他（他の政策で対応するもの）

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
・我々が普段から当たり前のように見てる風景などが、県外の方にとっては地域資源であると
いうところをちゃんと認識して、そこを我々も自覚をしなくちゃいけないといったことを盛り込め
ないか。

政策12「観光に関する政策」にて、下記のように対応する。
・施策①ー５「福井の地域資源（自然・歴史・文化・産業・食など）の魅力を活かし
た、インバウンド誘客にもつながる体験交流型観光メニューの充実を図ります。」の
中で、身の周りの地域資源も含めて磨き上げを図っていく。
・施策②-1を『市民が想う「福いいネ！（＝福井の魅力）」を市民全体で共有し、共
感の醸成を図る機会を創出するとともに…」に変更。
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①多様な文化芸術活動の振
興

① 心を豊かに育む文化芸術等を振興する

• こどもの頃から、誰もが気軽に文化芸術に親しみ、創作活動等に参加できる機

会や文化施設の充実に取り組みます。

• 文化芸術の担い手を育成し、未来に継承するため、市民や各種団体の活動を

支援します。

• 博物館や美術館の展示、研究発表等をオンライン配信することで、本市のみな

らず、県外におけるファンの増加に取り組みます。

③ 自然科学教育で子どもの夢を育てる

③子どもが郷土の自然や最
先端の科学技術に触れる機
会の充実

• 足羽山をはじめとする郷土の自然について、誰もが楽しみながら学べる環境の

充実を図るとともに、子どもたちの興味・関心を高める取組を推進します。

• 県や大学、地元企業、JAXA（宇宙航空研究開発機構）など、関係機関との連

携の強化を図り、県民衛星プロジェクトや最先端技術などに触れる学びの場を

充実して、こどもたちの夢や創造性を育みます。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅳ「ひと」

地域資源に関する政策①政策1３

人々の価値観やライフスタイルの多様化が進むとともに、心の

豊かさが求められる中、文化芸術活動の果たす役割はますます

大きくなっています。

このような状況をふまえ、市民が気軽に文化芸術に触れ活動

に参加できるよう、人材育成や環境整備を図る必要があります。

今ある地域資源を福井の誇りとして未来につなげるとともに、

福井の新たな魅力を発見・創出するため、文化・芸術・スポーツ

などこれまで十分に活かされてこなかった地域資源を最大限に

活用した高付加価値型の産業や事業を創出する必要があります。

文化や歴史、自然を、郷土の誇りとして未来につなぎ、
ふくいの新たな魅力を創出するまちをつくる

●市民が優れた文化芸術に触れる機会を創出するとともに、文化芸術活動を支える人材育成の支援
と環境整備に努めます。
●文化やスポーツなどの地域資源を最大限活用するとともに、新たな魅力を発見・創出します。

分野Ⅲ「しごと・地域資源」

② 歴史や文化遺産を保存・継承し活用する

②歴史や文化財に対する市
民の理解と意識の向上、貴
重な文化遺産の後世への継
承

• 一乗谷朝倉氏遺跡や養浩館庭園、大安寺や越前海岸の文化的景観などの魅

力向上や普及啓発、担い手の育成を進め、福井の歴史や文化遺産への理解を

深めるとともに、後世への継承に取り組みます。

• 福井固有の歴史や文化遺産を発信することで、市民の誇りを醸成し、福井の魅

力向上に取り組みます

• 歴史・文化遺産をデジタル化し、教育・観光資源として活用するとともに、次世代

に継承します。

1
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④文化やスポーツの高付加
価値化

④ 文化やスポーツの力で元気なまちをつくる

• 狭義の文化芸術だけではなく、歴史、自然、市民の生業やサブカルチャーなど、

ふくいまるごとの詰め合わせを「ふくいの文化」と位置づけ、魅力を最大限活か

した施策を展開します。

• スポーツの持つ可能性を最大限に活かして、スポーツイベントの開催やスポーツ大

会などの誘致を進めることで、スポーツを活かしたまちづくりに取り組みます。

• 県や周辺市町、民間事業者などと連携し、オール福井で大規模なスポーツイベ

ントに取り組み、スポーツを通じた交流人口の拡大に取り組みます。

文化や歴史、自然を、郷土の誇りとして未来につなぎ、
ふくいの新たな魅力を創出するまちをつくる

●市民が優れた文化芸術に触れる機会を創出するとともに、文化芸術活動を支える人材育成の支援
と環境整備に努めます。
●文化やスポーツなどの地域資源を最大限活用するとともに、新たな魅力を発見・創出します。

①政策

課題 施策

地域資源に関する政策②政策1３

（例）ダンスを軸としたまちづくり（新たな市民文化形成）のイメージ

分野Ⅳ「教育（ひと）」分野Ⅲ「しごと・地域資源」

商工業

（経済）

ダンス教室等

福祉健康
フレイル予防

健康寿命延伸

こども

身体能力向上

まちなか

ダンス

イベント

ダンス

⑤新たな魅力の発見・創出

⑤ 新たな魅力を発見・創出する

• 県や関係団体などと連携しながら、まちづくりプレイヤーを県内外から発掘し、

福井が誇る地域資源を活かした施策を展開し、投資等の拡大に繋げます。

• ダンスなどのコンテンツを活用し、市民生活の様々な分野（例 ダンスの活用

福祉・健康分野でのフレイル*予防・健康寿命延伸、こどもの身体能力向上等）

へ波及させることで新たなふくいの文化（地域資源）を創出します。

*「フレイル」とは・・・高齢期の心身の活力（筋力、認知機能、社会のとのつながり）が衰えた状態で、健常な状態と要介護状態の中間の状
態を表す言葉であり、早期発見と適切な介入により健康に戻ることができる可能性がある。 11


